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OCTARVIA - 成果の活用（船社）

1. 新造船調達・引合い時のライフサイクル燃費性能の比較
評価

2. 省エネ対策（ハード系、メンテナンス系）による燃費効
率改善の効果検証
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成果の活用（船社）ー 省エネ対策の燃節効果検証

 効率オペレーション推進により燃費効率を高め、足元からできるGHG排出削減を追求します。

MOL DarWINプロジェクトの概要
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成果の活用（船社）ー 省エネ対策の燃節効果検証

１．効果算出方法
 モニタリングデータを使用し、省エネ対策の燃費効率改善効果を
時系列解析

 プロペラ換装やESD設置等のハード系の省エネ対策だけでなく、
船底フルブラストやプロペラクリーニング等のメンテナンス系の省エネ
対策についても効果検証

 解析フローの中で、OCTAVIAの手法を活用している
• SALVIA-OCT：レトロフィット＠ドライドック前後の解析
• OCTARVIA：経年変化シミュレーション

２．解析結果
 解析された燃節効果※1は毎日全船集計
 複数施策導入船（例：フルブラスト＋PBCF等）に対しても、
省エネ施策それぞれの燃節効果を算出する

※1 燃節効果：燃費節減量、CO2削減量、ICP削減額を示す
あ

＜省エネ施策の燃節効果を時系列解析＞

計測データから本船の平水中推進性能を推定

風及び波データを用いて当該航海をシミュレーション

＜経年変化による性能変化をシミュレート＞
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OCTARVIA - 国際標準化への期待

 Fair & Transparent Measures

 国際標準化の議論：造船・舶用メーカー・船級・研究機関・
船主（主要国）の参加＆合意形成

 実船モニタリングデータ解析・設計シミュレーション・性能評価の
相互フィードバック 

⇒ 運航・設計・評価手法の改善（スパイラルアップ）
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